
 

 

これから求められる道徳教育  
 

１．道徳の教科化に向けて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜道徳の時間の課題例＞ 

■ 「道徳の時間」は，各教科等に比べて軽視されがち 

■ 読み物の登場人物の心情理解のみに偏った形式的な指導 

■ 発達の段階などを十分に踏まえず，児童生徒に望ましいと思われる 

分かりきったことを言わせたり書かせたりする授業 

 

児童生徒一人一人がしっかりと課題に向き合い、教員他の児童生徒との対話や討論など

も行いつつ，内省し，熟慮し自らの考えを深めていくプロセスが極めて重要である 

言語活動や多様な表現活動等を通じて，また，実際の経験や体験も生かし

ながら，児童生徒に考えさせる授業を重視する必要がある。 

【文部科学省ＨＰより】 

 



 

 

２．道徳教育の目標と道徳科の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

道徳教育と道徳科  

★道徳科が目指すものは，学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の目標と同様によりよく生きるための

基盤となる道徳性を養うこと。  

 

 学校における 

           =  

 

 

 

 

 

 

３．道徳教育の全体計画・年間指導計画  

  道徳教育の全体計画 

＜ 道徳教育の全体計画に含めることが望まれる事項 ＞  

（ア）基本的把握事項 

 ・ 教育関係法規の規定，時代や社会の要請や課題，教育行政の重点施策 

 ・ 学校や地域の実態と課題，教職員や保護者の願い 

 ・ 児童生徒の実態と課題 

 

（イ）具体的計画事項 

 ・ 学校の教育目標，道徳教育の重点目標，各学年の重点目標  

 ・  道徳科の指導の方針  

 ・  各教科，（外国語活動），総合的な学習の時間及び特別活動などにおける 

道徳教育の指導の方針，内容及び時期  

 ・  特色ある教育活動や豊かな体験活動における指導との関連            

 ・  学級，学校の人間関係，環境の整備や生活全般における指導の方針  

 ・ 家庭，地域社会，他の学校や関係機関との連携の方針 

  ・  道徳教育の推進体制  

  ・ その他（評価の記入欄，研修計画，重点的指導に関する添付資料等）  

 

道徳教育の目標 道徳科の目標 

道徳性を養う 道徳的判断力、道徳的心情、道徳的実践意欲と態度を養う。 



 

 

Ａ 希望と勇気
努力と強い意志

Ｂ 親切，思いやり

Ｄ 生命の尊さ

 

※道徳教育の全体計画を作成し，校長の方針の下に，道徳教育の推進を主に担当する教師（以下「道徳

教育推進教師」という。） を中心に，全教師が協力して道徳教育を展開すること。  

 

 

道徳科の年間指導計画  

※道徳科の年間指導計画の作成に当たっては，内容項目について，各学年において全て取り上げること。   

 

＜ 年間指導計画に明記しておくことが必要な事項 ＞  

ア 各学年の基本方針  

   ・道徳教育の目標に基づき，道徳科における指導について，学年ごとの基本方針を具体的に記述  

 

イ 各学年の年間にわたる指導の概要  

（ｱ）指導の時期 （ｲ）主題名 （ｳ）ねらい （ｴ）教材 （ｵ）主題構成の理由  

（ｶ）学習指導過程と指導の方法 （ｷ）他の教育活動等における道徳教育との関連  

（ｸ）その他（校長や教頭などの参加，他の教師の協力的な指導の計画，保護者や地域の人々の参加・ 

協力の計画，複数時間の扱い，年間指導計画の改善に関わる事項 など）     
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４．道徳科の内容  

【道徳の内容】

１学年
及び

２学年

３学年
及び

４学年

５学年
及び

６学年
中学校

内容項目 １６ １８ ２２ ２４

新内容項目 １９ ２０ ２２ ２２

追加
項目

３ 道徳の内容及び改善された内容

国際理解
国際親善

個性伸長
相互理解
寛容

よりよく生き
る喜び

公正・公平・社会正義

 

５．道徳科の特質と学習指導  

   道徳科の特質  

 

 

 

 

①道徳的諸価値についての理解を基に

 道徳的価値の意味を捉える，またその意味を明確にしていく。観念的な理解に終

始しないように配慮。

②自己を見つめ

③物事を（広い視野から）多面的・多角的に考え

④自己（人間として）の生き方についての考えを深める学習

 他者と対話したり，協働したりしながら，物事を一面的ではなく，多面的に考える，

また，一つの視点からではなく，様々な角度から多角的に考える。

 自分の経験や考え方，感じ方がどのようなものなのかを見つめる。

 道徳的価値の理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考えることを

通して形成される道徳的価値観を基盤として，生き方についての考えを深めていく。

道徳的判断力，道徳的心情，道徳的実践意欲と態度を養う

 

道徳科は、児童生徒一人一人が、ねらいに含まれる道徳的価値についての理解を基に、自己を

見つめ、物事を（中学校：物事を広い視野から）多面的・多角的に考え、自己の生き方（中学校：

人間としての生き方）についての考えを深める学習を通して、内面的資質【＝道徳的判断力・道

徳的心情・道徳的実践意欲と態度】としての道徳性を主体的に養っていく時間である。 

 



 

 

多様な指導方法の工夫 

道徳科の特質を生かすことに効果があると判断した場合には、問題解決的な学習や体験的な学習等、多様な

方法を活用して授業を構想することが大切である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

学習指導の多様な展開 

 

(1)多様な教材を生かした指導  

児童生徒の発達段階や特性、地域の実情等を考慮し、多様な教材の活用に努めること。特に、生命の尊厳、

（中学校：社会参画）、自然、伝統と文化、先人の伝記、スポーツ、情報化への対応等の現代的な課題などを  

題材とし、児童生徒が問題意識をもって多面的・多角的に考えたり、感動を覚えたりするような充実した教

材の開発や活用を行うこと。  

 

(2)体験の生かし方を工夫した指導  

道徳科においては、体験やその時の考え方や感じ方を生かして、道徳的価値の理解を深めたり、自己を  

見つめたりする指導の工夫をすることが大切である。  

 

(3)各教科等と関連をもたせた指導  

各教科等と道徳科の指導のねらいが同じ方向にあるとき、学習の時期や教材を考慮したり、相互に関連を 

図ったりして指導を進めると、指導の効果を一層高めることができる。  

 

 

６．道徳科の評価  

数値評価ではなく、児童生徒の道徳性に係る成長の様子を把握するための評価であること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒の発達の段階や特性等を考慮し、指導のねらいに即して問題解決的な学習、道徳的行為に

関する体験的な学習等を適切に取り入れるなど、指導方法を工夫すること。その際、それらの活動を

通じて学んだ内容の意義などについて考えることができるようにすること。また、特別活動等におけ

る多様な実践活動や体験活動も道徳科の授業に生かすようにすること。  

【小・中学校学習指導要領 特別の教科 道徳 ｢第3 指導計画の作成と内容の取扱い」の２(5)】  

 

◆数値による評価ではなく、記述式であること。  

◆個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえた評価を行うこと。  

◆他の児童生徒の比較による相対評価ではなく、児童生徒がいかに成長したかを受け止め、励ま

す個人内評価として行うこと。  

◆学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか、道徳的価値の理

解を自分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視すること。  

◆道徳科の学習活動における児童生徒の具体的な取組状況を一定のまとまりの中で見取ること。  

 

 


